
次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1．これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。表
ひょう

紙
し

とも 16枚
まい

，65問
もん

題
だい

あります。

2．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）には間
ま

違
ちが

いのないように，試
し

験
けん

地
ち

，氏
し

名
めい

，受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

すると

ともに受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.12 までの 1 2 問
もん

題
だい

のうちから 9 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.13〜No.32 までの 2 0 問
もん

題
だい

のうちから 7 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.33〜No.44 までの 1 2 問
もん

題
だい

のうちから 7 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.45 の問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので必
かなら

ず解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.46〜No.52 までの 7 問
もん

題
だい

のうちから 3 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.53〜No.61 までの 9 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.62〜No.65 までの 4 問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので

全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

以
い

上
じょう

の結
けっ

果
か

，全
ぜん

部
ぶ

で 40 問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

することになります。

4．それぞれの選
せん

択
たく

指
し

定
てい

数
すう

を超
こ

えて解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は，減
げん

点
てん

となります。

5．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

6．解
かい

答
とう

は別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）に HBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してくださ

い。（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

問題番号 解答記入欄

No. 0 1 2 3 4

No. 1 1 2 3 4



No. 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから，

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

なお，正
せい

解
かい

は�問
もん

について一
ひと

つしかないので，二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶすと正
せい

解
かい

となりません。

7．解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

は，二
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

したこととなり正
せい

解
かい

となりません。

8．この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

ただし，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

9．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）を必
かなら

ず試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

後
ご

，退
たい

室
しつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）は，いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

10．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（ 1 2 時
じ

4 0 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

は，持
も

ち帰
かえ

りはできません。

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（前
ぜん

期
き

）試
し

験
けん

問
もん

題
だい

午
ご

前
ぜん

一
いち

次
じ

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています｡



※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1〜 No.12 までの 12 問
もん

題
だい

のうちから 9問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 1】 下
か

図
ず

に示
しめ

す静
せい

電
でん

容
よう

量
りょう

C1＝ 60［μF］の平
へい

行
こう

板
ばん

コンデンサの電
でん

極
きょく

板
ばん

の間
かん

隔
かく

dを，
1
2
に

縮
ちぢ

めたときの静
せい

電
でん

容
よう

量
りょう

C2［μF］の値
あたい

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 30［μF］

⑵ 60［μF］

⑶ 120［μF］

⑷ 240［μF］

【No. 2】 下
か

図
ず

に示
しめ

すブリッジ回
かい

路
ろ

において，Rx［Ω］でブリッジが平
へい

衡
こう

している状
じょう

態
たい

のときの

Rx［Ω］の値
あたい

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 8［Ω］

⑵ 50［Ω］

⑶ 680［Ω］

⑷ 5000［Ω］
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【No. 3】 下
か

図
ず

に示
しめ

す RC直
ちょく

列
れつ

回
かい

路
ろ

において，抵
てい

抗
こう

R［Ω］，コンデンサの静
せい

電
でん

容
よう

量
りょう

C［F］とし

た場
ば

合
あい

の合
ごう

成
せい

インピーダンスの大
おお

きさ Z［Ω］として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

ただし，ωは電
でん

源
げん

の角
かく

周
しゅう

波
は

数
すう

［rad/s］である。

⑴ Z＝
1

 
1
R 

2

愛 (ωC)2
［Ω］

⑵ Z＝
1

 
1
R 

2

愛 
1
ωC 

2
［Ω］

⑶ Z＝  R
2
愛 

1
ωC 

2

［Ω］

⑷ Z＝  R2愛 (ωC)2［Ω］

【No. 4】 デジタル伝
でん

送
そう

の特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 信
しん

号
ごう

レベルがしきい値
ち

より低
てい

下
か

すると品
ひん

質
しつ

が急
きゅう

激
げき

に悪
わる

くなる。

⑵ 多
た

種
しゅ

類
るい

の情
じょう

報
ほう

をまとめて伝
でん

送
そう

できる。

⑶ コンピュータとの親
しん

和
わ

性
せい

が良
よ

い。

⑷ 情
じょう

報
ほう

が電
でん

圧
あつ

の有
う

無
む

や高
こう

低
てい

などの3値
ち

として伝
でん

送
そう

されるのでアナログ伝
でん

送
そう

に比
くら

べ雑
ざつ

音
おん

に弱
よわ

い。

【No. 5】 アナログ・デジタル（AD）変
へん

換
かん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる数
すう

値
ち

とし

て，適
てき

当
とう

なものはどれか。

�最
さい

高
こう

周
しゅう

波
は

数
すう

が 20［kHz］のアナログ信
しん

号
ごう

をサンプリングする場
ば

合
あい

，もとのアナロ

グ信
しん

号
ごう

を再
さい

現
げん

するために必
ひつ

要
よう

なサンプリング時
じ

間
かん

は， ［μs］以
い

下
か

となる。�

⑴ 25

⑵ 50

⑶ 100

⑷ 200
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【No. 6】 ISDNの特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ Dチャネルは，主
おも

にダイヤル信
しん

号
ごう

や呼
よび

出
だし

信
しん

号
ごう

などの呼
こ

制
せい

御
ぎょ

に使
つか

われる。

⑵ Bチャネルの速
そく

度
ど

は，64 kbpsである。

⑶ 基
き

本
ほん

インタフェースでは，電
でん

話
わ

局
きょく

から加
か

入
にゅう

者
しゃ

宅
たく

までの通
つう

信
しん

回
かい

線
せん

に電
でん

話
わ

用
よう

の3線
せん

メタルケーブ

ルを利
り

用
よう

する。

⑷ 一
いち

次
じ

群
ぐん

速
そく

度
ど

インタフェースは，3本
ほん

の Bチャネルと=本
ぽん

の Dチャネルで構
こう

成
せい

される。

【No. 7】 ソフトウェアの種
しゅ

類
るい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ アプリケーションソフトウェアは，特
とく

定
てい

の目
もく

的
てき

や業
ぎょう

務
む

などで利
り

用
よう

されるソフトウェアである。

⑵ 言
げん

語
ご

プロセッサは，データベースの定
てい

義
ぎ

・操
そう

作
さ

・制
せい

御
ぎょ

などの機
き

能
のう

をもち，データベースを統
とう

合
ごう

的
てき

に管
かん

理
り

するためのソフトウェアである。

⑶ ミドルウェアは，オペレーティングシステムとアプリケーションソフトウェアの間
あいだ

で動
どう

作
さ

する

汎
はん

用
よう

的
てき

な機
き

能
のう

を提
てい

供
きょう

するソフトウェアの総
そう

称
しょう

である。

⑷ オペレーティングシステムは，コンピュータを動
うご

かすための基
き

本
ほん

的
てき

なソフトウェアでありハー

ドウェアやアプリケーションソフトウェアを管
かん

理
り

，制
せい

御
ぎょ

するソフトウェアである。

【No. 8】 コンピュータの基
き

本
ほん

構
こう

成
せい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 入
にゅう

力
りょく

装
そう

置
ち

は，コンピュータに命
めい

令
れい

やデータを入
にゅう

力
りょく

する装
そう

置
ち

で，キーボードやマウスなどが

ある。

⑵ 出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

は，コンピュータによって処
しょ

理
り

されたデジタル信
しん

号
ごう

を人
にん

間
げん

にわかる文
も

字
じ

や図
ず

形
けい

に変
へん

換
かん

する装
そう

置
ち

で，ディスプレイやプリンタなどがある。

⑶ 演
えん

算
ざん

装
そう

置
ち

は，制
せい

御
ぎょ

装
そう

置
ち

からの制
せい

御
ぎょ

信
しん

号
ごう

により算
さん

術
じゅつ

演
えん

算
ざん

や論
ろん

理
り

演
えん

算
ざん

などの演
えん

算
ざん

を行
おこな

う。

⑷ 主
しゅ

記
き

憶
おく

装
そう

置
ち

は，プログラムやデータを一
いち

時
じ

的
てき

に記
き

憶
おく

する装
そう

置
ち

で，ハードディスク装
そう

置
ち

が使
つか

われ

る。
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【No. 9】 10 進
しん

数
すう

の 666を3進
しん

数
すう

に変
へん

換
かん

したものとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 1001011110

⑵ 1001111010

⑶ 1010011010

⑷ 1010111010

【No. 10】 下
か

図
ず

に示
しめ

す論
ろん

理
り

回
かい

路
ろ

の真
しん

理
り

値
ち

表
ひょう

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

入
にゅう

力
りょく

出
しゅつ

力
りょく

Ａ Ｂ Ｆ

C C =

C = =

= C =

= = C

⑴

⑶ ⑷

⑵
入
にゅう

力
りょく

出
しゅつ

力
りょく

Ａ Ｂ Ｆ

C C C

C = =

= C =

= = =

入
にゅう

力
りょく

出
しゅつ

力
りょく

Ａ Ｂ Ｆ

C C C

C = C

= C C

= = =

入
にゅう

力
りょく

出
しゅつ

力
りょく

Ａ Ｂ Ｆ

C C C

C = =

= C =

= = C
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【No. 11】 下
か

図
ず

において，図
ず

⒜のような方
ほう

形
けい

パルスを図
ず

⒝の回
かい

路
ろ

に入
にゅう

力
りょく

したときの出
しゅつ

力
りょく

波
は

形
けい

vo

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

ただし，回
かい

路
ろ

の時
じ

定
てい

数
すう

は方
ほう

形
けい

パルスのパルス幅
はば

より十
じゅう

分
ぶん

小
ちい

さいものとする。

⑴ ⑵

⑶ ⑷

【No. 12】 シーケンス制
せい

御
ぎょ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 順
じゅん

序
じょ

制
せい

御
ぎょ

とは，制
せい

御
ぎょ

の順
じゅん

序
じょ

だけが記
き

憶
おく

され，制
せい

御
ぎょ

する時
じ

間
かん

は検
けん

出
しゅつ

器
き

によって与
あた

えられるよ

うな制
せい

御
ぎょ

をいう。

⑵ 有
ゆう

接
せっ

点
てん

リレー回
かい

路
ろ

とは，ソリッドステートリレーやロジック ICなどの半
はん

導
どう

体
たい

素
そ

子
し

を使
し

用
よう

する

制
せい

御
ぎょ

回
かい

路
ろ

をいう。

⑶ 時
じ

限
げん

制
せい

御
ぎょ

とは，制
せい

御
ぎょ

の順
じゅん

序
じょ

とその制
せい

御
ぎょ

命
めい

令
れい

の発
はつ

令
れい

時
じ

刻
こく

とが記
き

憶
おく

され，定
さだ

まった順
じゅん

序
じょ

の制
せい

御
ぎょ

を

定
さだ

まった時
じ

刻
こく

に行
おこな

う制
せい

御
ぎょ

をいう。

⑷ 条
じょう

件
けん

制
せい

御
ぎょ

とは，スイッチのオン・オフなど信
しん

号
ごう

の条
じょう

件
けん

により動
どう

作
さ

の順
じゅん

番
ばん

を変
か

えていく制
せい

御
ぎょ

を

いう。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.13〜 No.32 までの 20 問
もん

題
だい

のうちから 7問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 13】 光
ひかり

ファイバの種
しゅ

類
るい

と特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ シングルモード光
ひかり

ファイバのコア径
けい

は，マルチモード光
ひかり

ファイバのコア径
けい

より大
おお

きい。

⑵ シングルモード光
ひかり

ファイバは，長
ちょう

距
きょ

離
り

大
だい

容
よう

量
りょう

伝
でん

送
そう

に用
もち

いられている。

⑶ シングルモード光
ひかり

ファイバの伝
でん

搬
ぱん

モードは，=つである。

⑷ マルチモード光
ひかり

ファイバには，ステップインデックス型
がた

とグレーデッドインデックス型
がた

があ

る。

【No. 14】 家
か

庭
てい

からのインターネット接
せつ

続
ぞく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なもの

はどれか。

�既
き

存
ぞん

のアナログ電
でん

話
わ

回
かい

線
せん

を利
り

用
よう

して高
こう

速
そく

なデータ通
つう

信
しん

を行
おこな

う通
つう

信
しん

方
ほう

式
しき

で，上
のぼ

り回
かい

線
せん

と下
くだ

り回
かい

線
せん

の伝
でん

送
そう

速
そく

度
ど

が異
こと

なる。�

⑴ PLC

⑵ FTTH

⑶ ADSL

⑷ LTE

【No. 15】 光
ひかり

通
つう

信
しん

の直
ちょく

接
せつ

変
へん

調
ちょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 変
へん

調
ちょう

方
ほう

式
しき

として強
きょう

度
ど

変
へん

調
ちょう

が使
つか

われる。

⑵ =つの半
はん

導
どう

体
たい

レーザで発
はっ

光
こう

と変
へん

調
ちょう

を行
おこな

う。

⑶ 変
へん

調
ちょう

速
そく

度
ど

が高
たか

くなると発
はっ

振
しん

波
は

長
ちょう

が変
へん

動
どう

する波
は

長
ちょう

チャーピングが起
お

こる。

⑷ 直
ちょく

接
せつ

変
へん

調
ちょう

は，デジタル変
へん

調
ちょう

に使
し

用
よう

できるがアナログ変
へん

調
ちょう

には使
し

用
よう

できない。
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【No. 16】 同
どう

軸
じく

ケーブル�S挨5C挨FB�の，記
き

号
ごう

の中
なか

の�C�が意
い

味
み

するものとして，適
てき

当
とう

なもの

はどれか。

⑴ 内
ない

部
ぶ

導
どう

体
たい

を発
はっ

泡
ぽう

ポリエチレンで絶
ぜつ

縁
えん

している。

⑵ 特
とく

性
せい

インピーダンスが 75 Ωである。

⑶ アルミニウムはく張
はり

付
つ

けプラスチックテープに編
あみ

組
ぐみ

を施
ほどこ

した外
がい

部
ぶ

導
どう

体
たい

である。

⑷ 用
よう

途
と

が衛
えい

星
せい

放
ほう

送
そう

受
じゅ

信
しん

用
よう

である。

【No. 17】 無
む

線
せん

LANの規
き

格
かく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ IEEE 802.11 aの最
さい

大
だい

伝
でん

送
そう

速
そく

度
ど

は，54 Mbpsである。

⑵ IEEE 802.11 bの最
さい

大
だい

伝
でん

送
そう

速
そく

度
ど

は，11 Mbpsである。

⑶ IEEE 802.11 gの使
し

用
よう

周
しゅう

波
は

数
すう

帯
たい

は，QGHz 帯
たい

である。

⑷ IEEE 802.11 acの使
し

用
よう

周
しゅう

波
は

数
すう

帯
たい

は，QGHz 帯
たい

である。

【No. 18】 通
つう

信
しん

衛
えい

星
せい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

�地
ち

球
きゅう

局
きょく

からの電
でん

波
ぱ

を受
う

け，周
しゅう

波
は

数
すう

を変
へん

換
かん

して増
ぞう

幅
ふく

し，ふたたび地
ち

球
きゅう

局
きょく

に送
おく

り返
かえ

す中
ちゅう

継
けい

器
き

である。�

⑴ トランスポンダ

⑵ 端
たん

局
きょく

装
そう

置
ち

⑶ 太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

パネル

⑷ アンテナ
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【No. 19】 ダイバーシチ技
ぎ

術
じゅつ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

�垂
すい

直
ちょく

偏
へん

波
ぱ

を受
じゅ

信
しん

するアンテナからの出
しゅつ

力
りょく

と水
すい

平
へい

偏
へん

波
ぱ

を受
じゅ

信
しん

するアンテナからの出
しゅつ

力
りょく

を合
ごう

成
せい

又
また

は切
き

り替
か

えることで受
じゅ

信
しん

レベルの変
へん

動
どう

を ア する方
ほう

式
しき

を イ

ダイバーシチという。�

T U

⑴ 小
ちい

さく 周
しゅう

波
は

数
すう

⑵ 小
ちい

さく 偏
へん

波
ぱ

⑶ 大
おお

きく 周
しゅう

波
は

数
すう

⑷ 大
おお

きく 偏
へん

波
ぱ

【No. 20】 パラボラアンテナに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 放
ほう

物
ぶつ

面
めん

をもつ反
はん

射
しゃ

器
き

と一
いち

次
じ

放
ほう

射
しゃ

器
き

から構
こう

成
せい

されるアンテナである。

⑵ 放
ほう

射
しゃ

器
き

の後
こう

方
ほう

に V型
がた

の反
はん

射
しゃ

器
き

を配
はい

置
ち

したアンテナである。

⑶ 反
はん

射
しゃ

器
き

，放
ほう

射
しゃ

器
き

，導
どう

波
は

器
き

で構
こう

成
せい

されるアンテナである。

⑷ 複
ふく

数
すう

のアンテナ素
そ

子
し

をある間
かん

隔
かく

で並
なら

べ，各
かく

アンテナ素
そ

子
し

に給
きゅう

電
でん

するアンテナである。

【No. 21】 コンピュータネットワークにおけるルーティングに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ルーティングとは，IPパケットを宛
あて

先
さき

IPアドレスにより最
さい

適
てき

な経
けい

路
ろ

を選
せん

択
たく

しながら転
てん

送
そう

して

いくことである。

⑵ ルーティングは，ルーティングテーブルに記
き

録
ろく

された経
けい

路
ろ

情
じょう

報
ほう

に従
したが

って行
おこな

われる。

⑶ ルーティングプロトコルには，RIPや OSPFがある。

⑷ スタティックルーティングとは，ルータ同
どう

士
し

が自
じ

動
どう

的
てき

に経
けい

路
ろ

情
じょう

報
ほう

を交
こう

換
かん

し合
あ

うことにより，

互
たが

いのルーティングテーブルを最
さい

新
しん

の状
じょう

態
たい

に更
こう

新
しん

する方
ほう

式
しき

である。
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【No. 22】 LANの接
せつ

続
ぞく

形
けい

態
たい

（トポロジー）に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なもの

はどれか。

�基
き

幹
かん

となるケーブルを=本
ぽん

敷
ふ

設
せつ

し，そこから複
ふく

数
すう

の支
し

線
せん

が延
の

びるようにネットワー

クを構
こう

築
ちく

する方
ほう

式
しき

で，この接
せつ

続
ぞく

形
けい

態
たい

は 10 BASE 5や 10 BASE 2で用
もち

いられる。�

⑴ スター型
がた

⑵ バス型
がた

⑶ リング型
がた

⑷ ツリー型
がた

【No. 23】 デジタル署
しょ

名
めい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 送
そう

信
しん

データの完
かん

全
ぜん

性
せい

と送
そう

信
しん

者
しゃ

の真
しん

正
しょう

性
せい

を確
かく

認
にん

する仕
し

組
く

みである。

⑵ ハッシュ関
かん

数
すう

を用
もち

いて改
かい

ざんがないことを確
かく

認
にん

する。

⑶ 共
きょう

通
つう

鍵
かぎ

暗
あん

号
ごう

方
ほう

式
しき

を利
り

用
よう

している。

⑷ 受
じゅ

信
しん

者
しゃ

は，デジタル署
しょ

名
めい

の検
けん

証
しょう

に送
そう

信
しん

者
しゃ

の公
こう

開
かい

鍵
かぎ

を用
もち

いる。

【No. 24】 IPアドレスの表
ひょう

現
げん

方
ほう

法
ほう

であるクラス Cに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ IPアドレスの先
せん

頭
とう

のVビットが�110�である。

⑵ ホストアドレス部
ぶ

が 24ビットである。

⑶ マルチキャストに対
たい

応
おう

したネットワークを構
こう

築
ちく

する場
ば

合
あい

に使
し

用
よう

する。

⑷ IPv 6に対
たい

応
おう

したネットワークを構
こう

築
ちく

する場
ば

合
あい

に使
し

用
よう

する。
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【No. 25】 ハードディスク装
そう

置
ち

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 光
ひかり

ディスクにデータを記
き

録
ろく

する。

⑵ 半
はん

導
どう

体
たい

メモリにデータを記
き

録
ろく

する。

⑶ 磁
じ

気
き

テープにデータを記
き

録
ろく

する。

⑷ 磁
じ

気
き

ディスクにデータを記
き

録
ろく

する。

【No. 26】 コンピュータにデータを入
にゅう

力
りょく

する入
にゅう

力
りょく

装
そう

置
ち

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ インクジェットプリンタ

⑵ ジョイスティック

⑶ バーコードリーダ

⑷ イメージスキャナ

【No. 27】 クラウドコンピューティングのひとつである SaaS（Software as a Service）に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ OS，CPU・メモリ・ハードディスク等
とう

のハードウェア，およびネットワーク環
かん

境
きょう

を提
てい

供
きょう

する

サービスである。

⑵ メールやグループウェア等
とう

の汎
はん

用
よう

的
てき

なアプリケーションソフトウェアの機
き

能
のう

を提
てい

供
きょう

するサー

ビスである。

⑶ ネットワーク回
かい

線
せん

や耐
たい

震
しん

設
せつ

備
び

等
とう

が整
せい

備
び

された施
し

設
せつ

の一
いっ

定
てい

の区
く

画
かく

をサーバ等
とう

の設
せっ

置
ち

場
ば

所
しょ

として貸
か

し出
だ

すサービスである。

⑷ アプリケーションソフトウェアの開
かい

発
はつ

や運
うん

用
よう

に必
ひつ

要
よう

となるミドルウェア，データベース，開
かい

発
はつ

用
よう

ソフトウェア及
およ

びサーバ機
き

能
のう

を提
てい

供
きょう

するサービスである。
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【No. 28】 マルウェアに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

�感
かん

染
せん

したコンピュータ内
ない

やネットワーク上
じょう

の記
き

憶
おく

装
そう

置
ち

内
ない

のファイルを暗
あん

号
ごう

化
か

して，

ファイルの復
ふく

号
ごう

と引
ひき

換
か

えに金
きん

銭
せん

を要
よう

求
きゅう

することが特
とく

徴
ちょう

の不
ふ

正
せい

プログラムである。�

⑴ ランサムウェア

⑵ ワーム

⑶ ボット

⑷ キーロガー

【No. 29】 CATVに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ トランスモジュレーション方
ほう

式
しき

では，視
し

聴
ちょう

者
しゃ

宅
たく

にセットトップボックス（STB）を設
せっ

置
ち

する。

⑵ トランスモジュレーション方
ほう

式
しき

は，FSK方
ほう

式
しき

で変
へん

調
ちょう

して視
し

聴
ちょう

者
しゃ

宅
たく

まで伝
でん

送
そう

する。

⑶ パススルー方
ほう

式
しき

には，同
どう

一
いつ

周
しゅう

波
は

数
すう

パススルー方
ほう

式
しき

と周
しゅう

波
は

数
すう

変
へん

換
かん

パススルー方
ほう

式
しき

がある。

⑷ パススルー方
ほう

式
しき

は，受
じゅ

信
しん

した電
でん

波
ぱ

の変
へん

調
ちょう

方
ほう

式
しき

を変
か

えずに視
し

聴
ちょう

者
しゃ

宅
たく

まで伝
でん

送
そう

する。

【No. 30】 有
ゆう

機
き

ELディスプレイに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 応
おう

答
とう

速
そく

度
ど

が速
はや

い。

⑵ 基
き

板
ばん

をフィルム状
じょう

のプラスチックにすると曲
ま

げることができる。

⑶ 視
し

野
や

角
かく

が広
ひろ

い。

⑷ バックライトを必
ひつ

要
よう

とする。
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【No. 31】 マイクロホンに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

�永
えい

久
きゅう

磁
じ

石
しゃく

によって作
つく

られた磁
じ

界
かい

中
ちゅう

に，振
しん

動
どう

板
ばん

に直
ちょっ

結
けつ

した可
か

動
どう

コイルを入
い

れたマイ

クロホンで，音
おん

圧
あつ

によって振
しん

動
どう

板
ばん

を振
しん

動
どう

させると可
か

動
どう

コイルに起
き

電
でん

力
りょく

が発
はっ

生
せい

するこ

とを利
り

用
よう

したものである。�

⑴ ダイナミックマイクロホン

⑵ コンデンサマイクロホン

⑶ リボンマイクロホン

⑷ カーボンマイクロホン

【No. 32】 Bluetoothに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ デジタル家
か

電
でん

で映
えい

像
ぞう

や音
おん

声
せい

などを伝
でん

送
そう

する規
き

格
かく

であり著
ちょ

作
さく

権
けん

保
ほ

護
ご

機
き

能
のう

を備
そな

えている。

⑵ 赤
せき

外
がい

線
せん

を使
つか

って無
む

線
せん

通
つう

信
しん

を行
おこな

う規
き

格
かく

で，通
つう

信
しん

距
きょ

離
り

は=m以
い

内
ない

程
てい

度
ど

で間
あいだ

に障
しょう

害
がい

物
ぶつ

があると通
つう

信
しん

できない。

⑶ 2.4 GHz 帯
たい

の電
でん

波
ぱ

を使
つか

って無
む

線
せん

通
つう

信
しん

を行
おこな

う規
き

格
かく

で，Class3という規
き

格
かく

の場
ば

合
あい

は，通
つう

信
しん

距
きょ

離
り

は

最
さい

大
だい

10mである。

⑷ IEEE（米
べい

国
こく

電
でん

気
き

電
でん

子
し

学
がっ

会
かい

）が規
き

定
てい

した計
けい

測
そく

機
き

器
き

などを接
せつ

続
ぞく

するための規
き

格
かく

である。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.33〜 No.44 までの 12 問
もん

題
だい

のうちから 7問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 33】 一
いっ

般
ぱん

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

から直
ちょく

接
せつ

請
う

け負
お

った建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を施
せ

工
こう

する場
ば

合
あい

，総
そう

額
がく

が政
せい

令
れい

で定
さだ

める金
きん

額
がく

以
い

上
じょう

の下
した

請
うけ

契
けい

約
やく

を締
てい

結
けつ

することができない。

⑵ 一
いっ

般
ぱん

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けた者
もの

が，当
とう

該
がい

許
きょ

可
か

に係
かか

る建
けん

設
せつ

業
ぎょう

について特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けた

ときは，その者
もの

に対
たい

する当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

に係
かか

る一
いっ

般
ぱん

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

は効
こう

力
りょく

を失
うしな

う。

⑶ 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

の許
きょ

可
か

は，Q年
ねん

ごとにその更
こう

新
しん

を受
う

けなければ，その期
き

間
かん

の経
けい

過
か

によって，その効
こう

力
りょく

を失
うしな

う。

⑷ 3級
きゅう

土
ど

木
ぼく

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

士
し

の資
し

格
かく

を有
ゆう

する者
もの

は，電
でん

気
き

通
つう

信
しん

工
こう

事
じ

業
ぎょう

の営
えい

業
ぎょう

所
しょ

ごとに置
お

かなければ

ならない専
せん

任
にん

の技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

になることができる。

【No. 34】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれ

か。

⑴ 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は，建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の注
ちゅう

文
もん

者
しゃ

から請
せい

求
きゅう

があったときは，請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

が成
せい

立
りつ

するまでの間
あいだ

に，

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の見
み

積
つもり

書
しょ

を交
こう

付
ふ

しなければならない。

⑵ 請
うけ

負
おい

人
にん

は，請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

の履
り

行
こう

に関
かん

し工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

を置
お

く場
ば

合
あい

は，現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

に関
かん

する事
じ

項
こう

を，口
こう

頭
とう

により注
ちゅう

文
もん

者
しゃ

と協
きょう

議
ぎ

しなければならない。

⑶ 委
い

託
たく

その他
た

いかなる名
めい

義
ぎ

をもってするかを問
と

わず，報
ほう

酬
しゅう

を得
え

て建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の完
かん

成
せい

を目
もく

的
てき

として

締
てい

結
けつ

する契
けい

約
やく

は，建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

とみなして，建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

の規
き

定
てい

が適
てき

用
よう

される。

⑷ 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

の当
とう

事
じ

者
しゃ

は，各
おの

々
おの

の対
たい

等
とう

な立
たち

場
ば

における合
ごう

意
い

に基
もとづ

いて公
こう

正
せい

な契
けい

約
やく

を締
てい

結
けつ

し，信
しん

義
ぎ

に従
したが

って誠
せい

実
じつ

にこれを履
り

行
こう

しなければならない。

【No. 35】 主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の職
しょく

務
む

として，�建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

⑵ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の工
こう

程
てい

管
かん

理
り

⑶ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の契
けい

約
やく

書
しょ

の作
さく

成
せい

⑷ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

の技
ぎ

術
じゅつ

上
じょう

の指
し

導
どう

監
かん

督
とく
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【No. 36】 年
ねん

少
しょう

者
しゃ

の就
しゅう

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，満
まん

18歳
さい

に満
み

たない者
もの

を坑
こう

内
ない

で労
ろう

働
どう

させてはならない。

⑵ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，交
こう

替
たい

制
せい

によって使
し

用
よう

する満
まん

16歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

性
せい

を除
のぞ

き，満
まん

18歳
さい

に満
み

たない者
もの

を午
ご

後
ご

10 時
じ

から午
ご

前
ぜん

Q時
じ

までの間
あいだ

において使
し

用
よう

してはならない。

⑶ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，満
まん

18歳
さい

に満
み

たない者
もの

について，その年
ねん

齢
れい

を証
しょう

明
めい

する戸
こ

籍
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

を事
じ

業
ぎょう

場
じょう

に備
そな

え

付
つ

けなければならない。

⑷ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，児
じ

童
どう

が満
まん

17歳
さい

に達
たっ

する日
ひ

まで，この者
もの

を使
し

用
よう

してはならない。

【No. 37】 労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，�労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

�上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

�使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

の不
ふ

履
り

行
こう

について ア を定
さだ

め，又
また

は イ を予
よ

定
てい

す

る契
けい

約
やく

をしてはならない。�

T U

⑴ 違
い

約
やく

金
きん

損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

額
がく

⑵ 違
い

約
やく

金
きん

労
ろう

働
どう

期
き

間
かん

の延
えん

長
ちょう

⑶ 科
か

料
りょう

損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

額
がく

⑷ 科
か

料
りょう

労
ろう

働
どう

期
き

間
かん

の延
えん

長
ちょう

【No. 38】 作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

の選
せん

任
にん

を必
ひつ

要
よう

とする作
さ

業
ぎょう

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 高
たか

さがQmの構
こう

造
ぞう

の足
あし

場
ば

の組
くみ

立
た

ての作
さ

業
ぎょう

⑵ 高
たか

さが[mのコンクリート造
づくり

の無
む

線
せん

局
きょく

舎
しゃ

の解
かい

体
たい

の作
さ

業
ぎょう

⑶ 高
たか

さがQmの無
む

線
せん

通
つう

信
しん

鉄
てっ

塔
とう

の組
くみ

立
た

ての作
さ

業
ぎょう

⑷ 掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さが3mの地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

（ずい道
どう

及
およ

びたて坑
こう

以
い

外
がい

の坑
こう

の掘
くっ

削
さく

を除
のぞ

く。）の作
さ

業
ぎょう
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【No. 39】 小
こ

型
がた

移
い

動
どう

式
しき

クレーン運
うん

転
てん

技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

が運
うん

転
てん

（道
どう

路
ろ

上
じょう

を走
そう

行
こう

させる運
うん

転
てん

を除
のぞ

く。）できる移
い

動
どう

式
しき

クレーンとして，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

⑴ つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

が=t以
い

上
じょう

Qt 未
み

満
まん

の移
い

動
どう

式
しき

クレーン

⑵ つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

がQt以
い

上
じょう

の移
い

動
どう

式
しき

クレーン

⑶ つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

がQt以
い

上
じょう

10 t 未
み

満
まん

の移
い

動
どう

式
しき

クレーン

⑷ つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

が\t以
い

上
じょう

12 t 未
み

満
まん

の移
い

動
どう

式
しき

クレーン

【No. 40】 道
どう

路
ろ

占
せん

用
よう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

の記
き

載
さい

事
じ

項
こう

として，�道
どう

路
ろ

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 工
こう

作
さく

物
ぶつ

，物
ぶっ

件
けん

又
また

は施
し

設
せつ

の構
こう

造
ぞう

⑵ 道
どう

路
ろ

の占
せん

用
よう

の場
ば

所
しょ

⑶ 道
どう

路
ろ

占
せん

用
よう

料
りょう

⑷ 工
こう

事
じ

実
じっ

施
し

の方
ほう

法
ほう

【No. 41】 �電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

�に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の取
とり

扱
あつかい

中
ちゅう

に係
かか

る通
つう

信
しん

は，検
けん

閲
えつ

してはならない。

⑵ 電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の取
とり

扱
あつかい

中
ちゅう

に係
かか

る通
つう

信
しん

の秘
ひ

密
みつ

は，侵
おか

してはならない。

⑶ 電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は，電
でん

気
き

通
つう

信
しん

役
えき

務
む

の提
てい

供
きょう

について，不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

いをしてはならない。

⑷ 電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

を営
いとな

もうとする者
もの

は，経
けい

済
ざい

産
さん

業
ぎょう

大
だい

臣
じん

の登
とう

録
ろく

を受
う

けなければならない。

【No. 42】 有
ゆう

線
せん

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

設
せつ

備
び

の届
とどけ

出
で

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる語
ご

句
く

として，�有
ゆう

線
せん

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

法
ほう

�上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

�有
ゆう

線
せん

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

設
せつ

備
び

を設
せっ

置
ち

しようとする者
もの

は，設
せっ

置
ち

の工
こう

事
じ

の開
かい

始
し

の日
ひ

の 前
まえ

までに，その旨
むね

を総
そう

務
む

大
だい

臣
じん

に届
とど

け出
で

なければならない。�

⑴ =週
しゅう

間
かん

⑵ 3週
しゅう

間
かん

⑶ =箇
か

月
げつ

⑷ 3箇
か

月
げつ
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【No. 43】 無
む

線
せん

局
きょく

の免
めん

許
きょ

状
じょう

に記
き

載
さい

される事
じ

項
こう

として，�電
でん

波
ぱ

法
ほう

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 免
めん

許
きょ

の年
ねん

月
がっ

日
ぴ

及
およ

び免
めん

許
きょ

の番
ばん

号
ごう

⑵ 通
つう

信
しん

の相
あい

手
て

方
がた

及
およ

び通
つう

信
しん

事
じ

項
こう

⑶ 無
む

線
せん

局
きょく

の種
しゅ

別
べつ

⑷ 主
しゅ

任
にん

無
む

線
せん

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

の資
し

格
かく

【No. 44】 建
けん

設
せつ

現
げん

場
ば

で発
はっ

生
せい

する廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の種
しゅ

類
るい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の処
しょ

理
り

及
およ

び清
せい

掃
そう

に関
かん

す

る法
ほう

令
れい

�上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

⑴ 工
こう

作
さく

物
ぶつ

の除
じょ

去
きょ

に伴
ともな

って生
しょう

じた紙
かみ

くずは，一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。

⑵ 工
こう

作
さく

物
ぶつ

の除
じょ

去
きょ

に伴
ともな

って生
しょう

じた木
き

くずは，一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。

⑶ 工
こう

作
さく

物
ぶつ

の除
じょ

去
きょ

に伴
ともな

って生
しょう

じた繊
せん

維
い

くずは，産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。

⑷ 工
こう

作
さく

物
ぶつ

の除
じょ

去
きょ

に伴
ともな

って生
しょう

じたコンクリート破
は

片
へん

は，特
とく

別
べつ

管
かん

理
り

一
いっ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

である。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.45 の問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので必
かなら

ず解
かい

答
とう

してください。

【No. 45】 現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

標
ひょう

準
じゅん

請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

約
やっ

款
かん

�上
じょう

，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

の運
うん

営
えい

を行
おこな

う。

⑵ 請
う

け負
お

った工
こう

事
じ

の契
けい

約
やく

の解
かい

除
じょ

に係
かか

る権
けん

限
げん

を有
ゆう

する。

⑶ 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

が常
じょう

駐
ちゅう

を要
よう

しないこととした場
ば

合
あい

を除
のぞ

き，工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に常
じょう

駐
ちゅう

する。

⑷ 現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

と主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は，兼
か

ねることができる。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.46〜 No.52 までの 7問
もん

題
だい

のうちから 3問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 46】 低
てい

圧
あつ

屋
おく

内
ない

配
はい

線
せん

における，施
し

設
せつ

場
ば

所
しょ

による工
こう

事
じ

の種
しゅ

類
るい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�電
でん

気
き

設
せつ

備
び

の

技
ぎ

術
じゅつ

基
き

準
じゅん

の解
かい

釈
しゃく

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 金
きん

属
ぞく

ダクト工
こう

事
じ

は，使
し

用
よう

電
でん

圧
あつ

が 300 V超
ちょう

過
か

で，乾
かん

燥
そう

した点
てん

検
けん

できる隠
いん

ぺい場
ば

所
しょ

には施
し

設
せつ

する

ことができない。

⑵ 平
ひら

形
がた

保
ほ

護
ご

層
そう

工
こう

事
じ

は，使
し

用
よう

電
でん

圧
あつ

が 300 V以
い

下
か

で，乾
かん

燥
そう

した展
てん

開
かい

した場
ば

所
しょ

には施
し

設
せつ

することがで

きない。

⑶ ケーブル工
こう

事
じ

は，使
し

用
よう

電
でん

圧
あつ

が 300 V超
ちょう

過
か

で，湿
しっ

気
け

の多
おお

い点
てん

検
けん

できる隠
いん

ぺい場
ば

所
しょ

に施
し

設
せつ

するこ

とができる。

⑷ 金
きん

属
ぞく

管
かん

工
こう

事
じ

は，使
し

用
よう

電
でん

圧
あつ

が 300 V以
い

下
か

で，乾
かん

燥
そう

した点
てん

検
けん

できない隠
いん

ぺい場
ば

所
しょ

に施
し

設
せつ

すること

ができる。

【No. 47】 単
たん

相
そう

誘
ゆう

導
どう

電
でん

動
どう

機
き

の始
し

動
どう

法
ほう

による分
ぶん

類
るい

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ コンデンサ始
し

動
どう

形
がた

⑵ 全
ぜん

電
でん

圧
あつ

始
し

動
どう

形
がた

⑶ 分
ぶん

相
そう

始
し

動
どう

形
がた

⑷ くま取
ど

りコイル形
がた
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【No. 48】 下
か

図
ず

に示
しめ

す整
せい

流
りゅう

回
かい

路
ろ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ ダイオードを用
もち

いた単
たん

相
そう

全
ぜん

波
ぱ

整
せい

流
りゅう

回
かい

路
ろ

である。

⑵ ダイオードを用
もち

いた単
たん

相
そう

半
はん

波
ぱ

整
せい

流
りゅう

回
かい

路
ろ

である。

⑶ サイリスタを用
もち

いた単
たん

相
そう

全
ぜん

波
ぱ

整
せい

流
りゅう

回
かい

路
ろ

である。

⑷ サイリスタを用
もち

いた単
たん

相
そう

半
はん

波
ぱ

整
せい

流
りゅう

回
かい

路
ろ

である。

【No. 49】 第
だい

3種
しゅ

機
き

械
かい

換
かん

気
き

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 風
ふう

力
りょく

または温
おん

度
ど

差
さ

による浮
ふ

力
りょく

によって室
しつ

内
ない

の空
くう

気
き

を屋
おく

外
がい

に排
はい

出
しゅつ

するものである。

⑵ 給
きゅう

気
き

側
がわ

と排
はい

気
き

側
がわ

にそれぞれ専
せん

用
よう

の送
そう

風
ふう

機
き

を設
もう

けるもので，室
しつ

内
ない

圧
あつ

を自
じ

由
ゆう

に制
せい

御
ぎょ

できる。

⑶ 給
きゅう

気
き

側
がわ

にだけ送
そう

風
ふう

機
き

を設
もう

けて室
しつ

内
ない

を正
せい

圧
あつ

に保
たも

ち，排
はい

気
き

口
こう

などから自
し

然
ぜん

に室
しつ

内
ない

空
くう

気
き

を排
はい

出
しゅつ

する。

⑷ 排
はい

気
き

側
がわ

にだけ送
そう

風
ふう

機
き

を設
もう

けて排
はい

気
き

し，室
しつ

内
ない

を負
ふ

圧
あつ

にして給
きゅう

気
き

口
こう

などから外
がい

気
き

を自
し

然
ぜん

に給
きゅう

気
き

す

る。

【No. 50】 不
ふ

活
かっ

性
せい

ガス消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 消
しょう

火
か

剤
ざい

の放
ほう

射
しゃ

により，空
くう

気
き

中
ちゅう

の酸
さん

素
そ

濃
のう

度
ど

を一
いっ

定
てい

限
げん

まで下
さ

げることで消
しょう

火
か

する。

⑵ 水
みず

を使
し

用
よう

することが不
ふ

適
てき

切
せつ

な油
あぶら

火
か

災
さい

や電
でん

気
き

火
か

災
さい

，または散
さん

水
すい

によって二
に

次
じ

的
てき

な被
ひ

害
がい

が出
で

ると

予
よ

想
そう

される室
しつ

に設
せっ

置
ち

される。

⑶ 固
こ

定
てい

式
しき

の不
ふ

活
かっ

性
せい

ガス消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

の放
ほう

出
しゅつ

方
ほう

式
しき

には，全
ぜん

域
いき

放
ほう

出
しゅつ

方
ほう

式
しき

と局
きょく

所
しょ

放
ほう

出
しゅつ

方
ほう

式
しき

がある。

⑷ 移
い

動
どう

式
しき

の不
ふ

活
かっ

性
せい

ガス消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

の消
しょう

火
か

剤
ざい

には，炭
たん

酸
さん

水
すい

素
そ

ナトリウムを主
しゅ

成
せい

分
ぶん

とするものが使
し

用
よう

される。
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【No. 51】 土
ど

工
こう

の種
しゅ

類
るい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

�原
げん

地
じ

盤
ばん

を切
き

り崩
くず

すことを ア といい，原
げん

地
じ

盤
ばん

上
じょう

に土
ど

砂
しゃ

などを盛
も

ることを

イ という。また， ア や イ によってできる傾
けい

斜
しゃ

面
めん

を ウ

といい，その最
さい

上
じょう

部
ぶ

を エ という。�

T U ^ _

⑴ 盛
もり

土
ど

小
こ

段
だん

法
のり

面
めん

法
のり

尻
じり

⑵ 盛
もり

土
ど

切
きり

土
ど

法
のり

勾
こう

配
ばい

法
のり

肩
かた

⑶ 切
きり

土
ど

盛
もり

土
ど

法
のり

勾
こう

配
ばい

法
のり

面
めん

⑷ 切
きり

土
ど

盛
もり

土
ど

法
のり

面
めん

法
のり

肩
かた

【No. 52】 建
けん

築
ちく

構
こう

造
ぞう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

�柱
はしら

を鉛
えん

直
ちょく

方
ほう

向
こう

，梁
はり

を水
すい

平
へい

方
ほう

向
こう

に配
はい

置
ち

し，接
せつ

合
ごう

部
ぶ

を強
つよ

く固
かた

めた構
こう

造
ぞう

である。�

⑴ ブレース構
こう

造
ぞう

⑵ シェル構
こう

造
ぞう

⑶ ラーメン構
こう

造
ぞう

⑷ 壁
かべ

式
しき

構
こう

造
ぞう
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.53〜 No.61 までの 9問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 53】 低
てい

圧
あつ

ケーブルの屋
おく

内
ない

配
はい

線
せん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 屈
くっ

曲
きょく

箇
か

所
しょ

では，3心
しん

の低
てい

圧
あつ

ケーブルの曲
ま

げ半
はん

径
けい

（内
うち

側
がわ

の半
はん

径
けい

とする。）を，そのケーブルの仕
し

上
あが

り外
がい

径
けい

のV倍
ばい

とする。

⑵ 低
てい

圧
あつ

ケーブルを造
ぞう

営
えい

材
ざい

の下
か

面
めん

に沿
そ

って水
すい

平
へい

に取
と

り付
つ

ける場
ば

合
あい

，そのケーブルの支
し

持
じ

点
てん

間
かん

隔
かく

を3

mにする。

⑶ 低
てい

圧
あつ

ケーブルと通
つう

信
しん

用
よう

メタルケーブルを同
どう

一
いつ

のケーブルラックに敷
ふ

設
せつ

する場
ば

合
あい

，それらを接
せっ

触
しょく

させないように固
こ

定
てい

する。

⑷ 低
てい

圧
あつ

ケーブルを垂
すい

直
ちょく

のケーブルラックに敷
ふ

設
せつ

する場
ば

合
あい

は，特
とく

定
てい

の子
こ

げたに重
じゅう

量
りょう

が集
しゅう

中
ちゅう

しな

いように固
こ

定
てい

する。

【No. 54】 光
ひかり

ファイバケーブルの施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ハンドホール等
とう

の引
ひ

き通
とお

し部
ぶ

では，光
ひかり

ファイバケーブルに外
がい

傷
しょう

を発
はっ

生
せい

させないよう施
せ

工
こう

する。

⑵ 光
ひかり

ファイバケーブルの接
せつ

続
ぞく

点
てん

では，圧
あっ

着
ちゃく

端
たん

子
し

で心
しん

線
せん

接
せつ

続
ぞく

を行
おこな

いクロージャ内
ない

に収
しゅう

容
よう

する。

⑶ 鋼
こう

線
せん

のテンションメンバは，接
せっ

地
ち

を施
ほどこ

す。

⑷ 光
ひかり

ファイバケーブルの許
きょ

容
よう

張
ちょう

力
りょく

を超
こ

えないように光
ひかり

ファイバケーブルをけん引
いん

する。

【No. 55】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 機
き

械
かい

計
けい

画
かく

は，工
こう

事
じ

を実
じっ

施
し

するために最
もっと

も適
てき

した機
き

械
かい

の使
し

用
よう

計
けい

画
かく

をたてることが主
おも

な内
ない

容
よう

であ

る。

⑵ 工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

は，工
こう

事
じ

が予
よ

定
てい

した期
き

間
かん

内
ない

に完
かん

成
せい

するために工
こう

事
じ

全
ぜん

体
たい

がむだなく円
えん

滑
かつ

に進
すす

むように計
けい

画
かく

することが主
おも

な内
ない

容
よう

である。

⑶ 仮
かり

設
せつ

備
び

計
けい

画
かく

は，仮
かり

設
せつ

備
び

の設
せっ

計
けい

や仮
かり

設
せつ

備
び

の配
はい

置
ち

計
けい

画
かく

が主
おも

な内
ない

容
よう

である。

⑷ 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

計
けい

画
かく

は，工
こう

事
じ

に伴
ともな

って発
はっ

生
せい

する公
こう

害
がい

問
もん

題
だい

や近
きん

隣
りん

環
かん

境
きょう

への影
えい

響
きょう

を最
さい

小
しょう

限
げん

に抑
おさ

えるため

の計
けい

画
かく

が主
おも

な内
ない

容
よう

である。
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【No. 56】 甲
こう

種
しゅ

消
しょう

防
ぼう

設
せつ

備
び

士
し

が工
こう

事
じ

に着
ちゃく

手
しゅ

する前
まえ

に消
しょう

防
ぼう

長
ちょう

又
また

は消
しょう

防
ぼう

署
しょ

長
ちょう

に届
とど

け出
で

なければなら

ない消
しょう

防
ぼう

用
よう

設
せつ

備
び

等
とう

として，�消
しょう

防
ぼう

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ スプリンクラー設
せつ

備
び

⑵ 自
じ

動
どう

火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

設
せつ

備
び

⑶ 無
む

線
せん

通
つう

信
しん

補
ほ

助
じょ

設
せつ

備
び

⑷ ガス漏
も

れ火
か

災
さい

警
けい

報
ほう

設
せつ

備
び

【No. 57】 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

で使
つか

われる工
こう

程
てい

表
ひょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ グラフ式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

は，縦
たて

軸
じく

に出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

をとり，横
よこ

軸
じく

に日
にっ

数
すう

をとって，工
こう

種
しゅ

ごとの工
こう

程
てい

を斜
しゃ

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

⑵ ガントチャートは，縦
たて

軸
じく

に出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

をとり，横
よこ

軸
じく

に工
こう

期
き

をとって，工
こう

事
じ

全
ぜん

体
たい

の出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

の

累
るい

計
けい

を曲
きょく

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

⑶ ネットワーク工
こう

程
てい

表
ひょう

は，縦
たて

軸
じく

に部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

をとり，横
よこ

軸
じく

に各
かく

部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

の出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

を棒
ぼう

線
せん

で記
き

入
にゅう

した図
ず

表
ひょう

である。

⑷ 出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

は，作
さ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

や順
じゅん

序
じょ

を矢
や

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

表
ひょう

である。

【No. 58】 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

とは，工
こう

事
じ

が工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

どおりに進
しん

行
こう

するように調
ちょう

整
せい

することである。

⑵ 最
さい

適
てき

工
こう

期
き

は，直
ちょく

接
せつ

費
ひ

と間
かん

接
せつ

費
ひ

を合
あ

わせた総
そう

建
けん

設
せつ

費
ひ

が最
さい

大
だい

となる工
こう

期
き

である。

⑶ 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

では，工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

順
じゅん

序
じょ

と所
しょ

要
よう

の日
にっ

数
すう

を図
ず

表
ひょう

化
か

したヒストグラムを用
もち

いる。

⑷ 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

は，ハインリッヒの法
ほう

則
そく

の手
て

順
じゅん

で行
おこな

われる。
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【No. 59】 光
ひかり

ファイバケーブルの試
し

験
けん

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

に該
がい

当
とう

する名
めい

称
しょう

として，適
てき

当
とう

なものは

どれか。

�光
ひかり

ファイバの片
かた

端
はし

から光
ひかり

パルスを入
にゅう

射
しゃ

し，その光
ひかり

パルスが光
ひかり

ファイバ中
ちゅう

で反
はん

射
しゃ

して

返
かえ

ってくる光
ひかり

の強
きょう

度
ど

から光
ひかり

ファイバの損
そん

失
しつ

を測
そく

定
てい

する方
ほう

法
ほう

で，光
ひかり

ファイバの片
かた

端
はし

か

ら測
そく

定
てい

できる。�

⑴ カットバック法
ほう

⑵ OTDR法
ほう

⑶ 挿
そう

入
にゅう

損
そん

失
しつ

法
ほう

⑷ 位
い

相
そう

法
ほう

【No. 60】 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に用
もち

いる図
ず

表
ひょう

のうち，対
つい

になった3組
くみ

のデータ xと yをとり，グラフ用
よう

紙
し

の

横
よこ

軸
じく

に xの値
あたい

を縦
たて

軸
じく

に yの値
あたい

を目
め

盛
も

り，データをプロットした下
か

図
ず

の名
めい

称
しょう

として，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 管
かん

理
り

図
ず

⑵ 特
とく

性
せい

要
よう

因
いん

図
ず

⑶ 散
さん

布
ぷ

図
ず

⑷ パレート図
ず
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【No. 61】 安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

教
きょう

育
いく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

�上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

�事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

を雇
やと

い入
い

れたときは， ア に対
たい

し，厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

令
れい

で定
さだ

め

るところにより，その従
じゅう

事
じ

する業
ぎょう

務
む

に関
かん

する イ のための教
きょう

育
いく

を行
おこ

なわなけ

ればならない。�

T U

⑴ 当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の職
しょく

長
ちょう

能
のう

力
りょく

向
こう

上
じょう

⑵ 当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の職
しょく

長
ちょう

安
あん

全
ぜん

又
また

は衛
えい

生
せい

⑶ 当
とう

該
がい

労
ろう

働
どう

者
しゃ

能
のう

力
りょく

向
こう

上
じょう

⑷ 当
とう

該
がい

労
ろう

働
どう

者
しゃ

安
あん

全
ぜん

又
また

は衛
えい

生
せい
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.62〜 No.65 までの�問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です

ので全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 62】 FEPの地
ち

中
ちゅう

埋
まい

設
せつ

管
かん

路
ろ

の施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜④のうち適
てき

当
とう

なもののみを

全
すべ

て挙
あ

げているものはどれか。

① 管
かん

路
ろ

には，管
かん

頂
ちょう

と地
ち

表
ひょう

面
めん

（舗
ほ

装
そう

がある場
ば

合
あい

は舗
ほ

装
そう

下
か

面
めん

）のほぼ中
ちゅう

間
かん

に防
ぼう

食
しょく

テー

プを連
れん

続
ぞく

して施
し

設
せつ

する。

② 地
ち

中
ちゅう

配
はい

管
かん

終
しゅう

了
りょう

後
ご

，管
かん

路
ろ

径
けい

に合
あ

ったマンドリルにより通
つう

過
か

試
し

験
けん

を行
おこな

い，管
かん

路
ろ

の状
じょう

態
たい

を確
かく

認
にん

する。

③ FEPの接
せつ

続
ぞく

部
ぶ

では，FEP 管
かん

に挿
そう

入
にゅう

されている双
そう

方
ほう

のパイロットワイヤを接
せつ

続
ぞく

す

る。

④ ハンドホールの壁
へき

面
めん

に FEPを取
と

り付
つ

ける場
ば

合
あい

は，壁
へき

面
めん

の孔
あな

と FEPとの隙
すき

間
ま

に砂
すな

を

充
じゅう

填
てん

する。

⑴ ①②

⑵ ①④

⑶ ②③

⑷ ③④
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【No. 63】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

作
さく

成
せい

のために行
おこな

う事
じ

前
ぜん

調
ちょう

査
さ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

・ 事
じ

前
ぜん

調
ちょう

査
さ

では， ア の確
かく

認
にん

及
およ

び イ の調
ちょう

査
さ

を行
おこな

う。

・ ア の確
かく

認
にん

は，工
こう

事
じ

内
ない

容
よう

を十
じゅう

分
ぶん

把
は

握
あく

するため，契
けい

約
やく

書
しょ

，設
せっ

計
けい

図
ず

面
めん

，仕
し

様
よう

書
しょ

の内
ない

容
よう

を検
けん

討
とう

し，工
こう

事
じ

数
すう

量
りょう

の確
かく

認
にん

を行
おこな

う。

・ イ の調
ちょう

査
さ

は，地
ち

勢
せい

，地
ち

質
しつ

や気
き

象
しょう

等
とう

の ウ 及
およ

び現
げん

場
ば

周
しゅう

辺
へん

状
じょう

況
きょう

や近
きん

隣
りん

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

等
とう

の近
きん

隣
りん

環
かん

境
きょう

等
とう

について エ を行
おこな

う。

T U ^ _

⑴ 契
けい

約
やく

条
じょう

件
けん

労
ろう

働
どう

条
じょう

件
けん

工
こう

事
じ

公
こう

害
がい

机
き

上
じょう

検
けん

討
とう

⑵ 契
けい

約
やく

条
じょう

件
けん

現
げん

場
ば

条
じょう

件
けん

自
し

然
ぜん

条
じょう

件
けん

現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

⑶ 見
み

積
つもり

書
しょ

労
ろう

働
どう

条
じょう

件
けん

工
こう

事
じ

公
こう

害
がい

現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

⑷ 見
み

積
つもり

書
しょ

現
げん

場
ば

条
じょう

件
けん

自
し

然
ぜん

条
じょう

件
けん

机
き

上
じょう

検
けん

討
とう

【No. 64】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

で使
し

用
よう

されるバーチャートに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜④のうち

適
てき

当
とう

なもののみを全
すべ

て挙
あ

げているものはどれか。

① S 字
じ

型
がた

の曲
きょく

線
せん

となる。

② 縦
たて

軸
じく

に部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

をとり，横
よこ

軸
じく

に各
かく

部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

に必
ひつ

要
よう

な日
にっ

数
すう

を棒
ぼう

線
せん

で記
き

入
にゅう

した図
ず

表
ひょう

で

ある。

③ 工
こう

期
き

に大
おお

きく影
えい

響
きょう

を与
あた

える重
じゅう

点
てん

管
かん

理
り

を必
ひつ

要
よう

とする工
こう

程
てい

が明
めい

確
かく

化
か

される。

④ 各
かく

部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

の工
こう

期
き

がわかりやすい。

⑴ ①③

⑵ ①④

⑶ ②③

⑷ ②④
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【No. 65】 酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

危
き

険
けん

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，正
ただ

しいものはいくつ

あるか。

① 地
ち

下
か

に設
せっ

置
ち

されたマンホール内
ない

での通
つう

信
しん

ケーブルの敷
ふ

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

では，作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

の

選
せん

任
にん

が必
ひつ

要
よう

である。

② 酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

危
き

険
けん

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

所
しょ

において酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

のおそれが生
しょう

じたときは，直
ただ

ちに

作
さ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

し，労
ろう

働
どう

者
しゃ

をその場
ば

所
しょ

から退
たい

避
ひ

させなければならない。

③ 空
くう

気
き

中
ちゅう

の酸
さん

素
そ

濃
のう

度
ど

が 21％の状
じょう

態
たい

は，酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

の状
じょう

態
たい

である。

④ 酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

危
き

険
けん

場
ば

所
しょ

における空
くう

気
き

中
ちゅう

の酸
さん

素
そ

濃
のう

度
ど

測
そく

定
てい

は，その日
ひ

の作
さ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

に=

回
かい

だけ測
そく

定
てい

すればよい。

⑴ =つ

⑵ 3つ

⑶ Vつ

⑷ [つ
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